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反 応 の 前 駆 体と し て用 い る 手 法 を報 告 して い る 。 同 物質 を アン モ ニ ア 気 流中 、
350-500°C で処理したところ、N3–/H–交換反応が起こり、酸窒化物 BaTi(O,N)3 の合成に






 第二、三章では、ペロブスカイト酸化物に対する CaH2 反応における H–/O2–交換を考
察している。第二章では、酸素イオン伝導体の設計指針を模倣して酸素空孔を前駆体
にわずかに導入することで、具体的には SrTiO3 の Ti4+サイトの一部を Sc3+で置換した
Sr(Ti1–yScy)O3–y□ y を前駆体として用いることで、わずかな量の酸素欠損導入で H–/O2–
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 第五章では、高圧法を用いることで AgFeOF2 を合成し、従来 AMO2F (M: 遷移金属) に
限られていたペロブスカイト型の酸弗化物のアニオン組成を拡張することに成功して
いる。また、アニオン組成比の異なる既知酸弗化物 AFeO2F (A = Sr, Pb, Ba)、あるい
は酸化物 LnFeO3 (Ln = lanthanide)との比較により、アニオン組成と磁気相互作用の
相関を考察し、Fe-O の超交換相互作用の大きさが、Fe-F のそれに比べて有意に大きい
ことを明らかにした。さらに局所的な cis, trans 配位についても、メスバウア分光測
定の結果から、SrFeO2F と比較、議論をおこなっている。 
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２． ペロブスカイト酸化物 SrTiO3 のアニオンサイトに導入したわずかな量のアニ
オン欠損が、CaH2 反応における H–/O2–交換を劇的に促進させることを見出した。 




４． 層状構造 BaFe2Se2O を高圧合成に成功し、同物質で観測された強いスピン異方性
と新奇な磁気構造が、鉄の配位環境、すなわち trans-FeO2Se4 八面体配位に起因
することを示した。 






文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 29 年 10 月 20
日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位
取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表  
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
